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松本広域連合管内 平成28.1.1現在
「第62回文化財防火デー」国宝松本城消防総合訓練（松本市：国宝松本城）
　毎年1月26日は「文化財防火デー」です。
　文化財防火デーの制定は、昭和24年1月26日に現存世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良
県）の金堂から出火し、壁画が焼損したことに基づいています。 文化財は長い歴史の中で生まれ、育ま
れ、今日まで守り伝えられてきた貴重な財産です。国宝松本城においても消防総合訓練が毎年実施さ
れ、貴重な文化財を災害から守り後世に伝えていくため地域住民、消防団、消防局等多くの方々が訓練
へ参加し、文化財の愛護意識の高揚を図っています。



広域連合議会の様子

委員会の様子（総務民生委員会）

　　

平
成
28
年
松
本
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例

会
が
、
去
る
２
月
８
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
10
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審

査
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

歳入

歳出

歳入

歳出

予算総額
４,285,030

（千円）

分担金及び負担金
4,113,410千円
（96.0％）

議会費
2,590千円
（０．１％）
総務費
77,250千円
（1.8％）
民生費
113,220千円
（２.6％）

使用料及び手数料
4,930千円（０．１％）

諸収入
64,010千円（１．5％）

繰越金
48,900千円（1.1％）

広域連合債
51,400千円（1.2％）

消防費
3,862,640千円
（90.2％）

予備費
27,070千円（０.６％）

公債費
202,260千円（4.7％）

予算総額
16,99０
（千円）

財産収入
１1,450千円
（67.4％）

広域的観光事業
11,610千円
（68.4％）

繰越金
5,540千円
（32.6％）

広域活動事務費
900千円
（5.3％）

予備費
1,060千円（6.2％）

広域的地場産業振興事業
2,330千円（13.7％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
360千円（2.1％）

広域的文化事業
730千円（4.3％）

広

域
活 動 事 業

費

財産収入
2,380千円（0.1％）

●
平
成
28
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

一般会計当初予算松本地域
ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
行
政
不
服
審
査
法
施
行
条
例

●
議
案
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
情
報
公
開
条
例
及
び
松
本
広

域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

　

松
本
広
域
連
合
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
４
号

　

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
５
号

　

松
本
広
域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
議
案
第
６
号

　

平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

●
議
案
第
７
号

　

平
成
27
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

●
議
案
第
８
号

　

平
成
28
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
９
号

　

平
成
28
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
10
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

松
本
広
域
連
合
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
３
号

　

平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
松
本
広
域
連
合
議
会

２
月
定
例
会

　　

平
成
27
年
松
本
広
域
連
合
議
会
11
月
定
例

会
が
、
昨
年
11
月
16
日
に
松
本
広
域
連
合
議

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か
ら

議
案
３
件
が
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
審
査

の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会
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松
本
広
域
連
合
で
は
、関
係
市
村
か
ら
の
依
頼
を

受
け
、介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
支
援
区
分
認
定

審
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査

判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
及
び

障
害
支
援
区
分
認
定
審
査

�

判
定
状
況

　

昨
年
同
期
と
比
較
し
た
場
合
、
要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
４
３
７
件
減
の
１
万
５
千
６
４
５

件
、
障
害
支
援
区
分
の
審
査
判
定
件
数
は
１
６
８
件
増
の
６
０
４
件
で
し
た
。

　

要
介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
こ
こ
数
年
横
ば
い
の
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害

支
援
区
分
認
定
の
審
査
判
定
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
度
開
始
初
年
度
に
申
請
が
集
中
し
、
認
定
有

効
期
間
が
３
年
で
あ
る
た
め
、
３
年
毎
に
申
請
件
数
が
増
加
す
る
サ
イ
ク
ル
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度

が
そ
の
年
度
と
な
る
た
め
、
審
査
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆ 

適
正
で
迅
速
な
判
定
事
務
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、
適
正
な
審
査
判
定
事
務
の
実
施
に
向
け
、
関
係
市
村
担
当
課
長
及
び
担
当
者
会

議
、
認
定
調
査
員
研
修
会
、
介
護
認
定
調
査
員
連
絡
会
を
開
催
し
、
関
係
市
村
と
連
携
を
密
に
し
て
、

今
後
も
公
平
・
公
正
か
つ
適
正
な
審
査
会
の
運
営
と
円
滑
な
事
務
処
理
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
一
部
の
自
治
体
に
お
い
て
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
（
平
成
29
年
度
か
ら
は
全
て
の
自
治
体
で
実
施
）
こ
と
に
伴

い
、
28
年
度
は
一
時
的
に
新
旧
制
度
が
混
在
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
事
務
に
支
障
の
無
い
よ
う
対
処

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
審
査
判
定
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

審査判定件数
計604件

区分1
23件

（3.9%)

区分3
141件

（23.3%)

区分2
164件

（27.2%)
区分4
83件

（13.7%)

区分5
63件

（10.4%)

区分6
130件

（21.5%)

●障害支援区分認定審査

※上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したものです。

審査判定件数
計15,645件

要支援1
2,109件
（13.5%)

要支援2
3,281件
（21.0%)

要介護2
2,500件
（16.0%)

要介護1
2,380件
（15.2%)

要介護3
2,023件
（12.9%)

要介護4
1,753件
（11.2%)

要介護5
1,551件
（9.9%)

非該当
48件

（0.3%)

●介護認定審査

歳入合計
23,023
（千円）

財産収入
11,508千円
（49.98％）

ふるさと基金事業費
15,419千円
（１００％）

繰越金
11,515千円
（50.02％）

歳出合計
4,183,704

（千円）

消防費
3,789,314千円
（９0.57％）

使用料及び手数料
5,252千円
（０.12％）財産収入

2,977千円（０.07％）

寄付金
100千円
（0.01％）

繰越金
273,257千円
（6,36％）
諸収入
4,7345千円
（1.10％）

公債費
214,612千円
（5.13％）

議会費
2,308千円
（０.06％）
総務費
67,966千円
（1.62％）
民生費
109,504千円
（2.62％）

分担金及び負担金
3,964,297千円
（92.34％）

歳入合計
4,293,229

（千円）

歳出合計
１5,419
（千円）

松本地域
ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
26
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
42
億
９
，３
２
２
万
８
，６
６
３
円

（
前
年
度
対
比
25
・
83
％
減
）、歳
出
が
41
億
８
，

３
７
０
万
４
，１
７
３
円（
前
年
度
対
比
24
・
14
％

減
）、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支

は
１
億
９
５
２
万
４
，４
９
０
円
で
、翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、実
質
収

支
は
形
式
収
支
と
同
額
の
１
億
９
５
２
万
４
，

４
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負
担

金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」
が
39
億
６
，

４
２
９
万
７
，０
８
８
円
で
全
体
の
92
・
34
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
37
億
８
，９
３
１
万
３
，

６
５
２
円
で
、全
体
の
90・57
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
、高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整

備
等
の
大
規
模
事
業
を
完
了
し
た
こ
と
を
受
け

て
、平
成
26
年
度
に
は
、職
員
の
安
全
確
保
や
施

設
の
整
備
を
重
点
に
お
い
た
常
備
消
防
力
の
整

備
と
し
て
、導
入
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
防
火
衣

の
更
新
、老
朽
化
が
著
し
い
消
防
局
出
動
表
示
板

の
改
修
、塩
尻
消
防
署
庁
舎
外
壁
バ
ル
コ
ニ
ー
改

修
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

松
本
地
域
ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
２
，３
０
２
万
２
，７
２
１
円（
前

年
度
対
比
７・00
％
減
）、歳
出
が
１
，５
４
１
万
９
，

３
４
４
円（
前
年
度
対
比
16
・
45
％
増
）で
、歳
入

か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、

７
６
０
万
３
，３
７
７
円
、実
質
収
支
も
同
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
松
本
広
域
連
合

　

歳
入
歳
出
決
算
の
状
況
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皆
さ
ん
、

京
ヶ
倉
と

い
う
山
を

ご
存
知
で

し
ょ
う

か
？

　

京
ヶ
倉

は
生
坂
村

を
代
表
す

る
山
で
、

標
高
こ
そ

１
，０
０
０

ｍ
に
は
及

び
ま
せ
ん

が
、
そ
の

登
り
応
え

や
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
年
々
訪
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

特
に
山
頂
付
近
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で
、
眼

下
に
屈
曲
す
る
犀
川
や
緑
深
い
山
々
、
集
落
、

遠
く
西
方
に
は
北
ア
ル
プ
ス
連
山
な
ど
が
見
渡

せ
、
自
然
の
雄
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
Ｇ
Ｗ
中
に
見
頃
を
む
か
え
る

“
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
”
の
花
を
目
当
て
に
訪
れ
る

方
も
多
く
、
人
気
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

い
く
つ
も
の
史
跡
や
古
き
を
思
い
な
が
ら
登

山
す
る
楽
し
さ
と
、
四
季
折
々
の
花
、
大
き
な

松
、
岩
、
異
な
っ
た
景
色
が
発
見
で
き
る

『
京
ヶ
倉
』
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

生
坂
村　

振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

69

−

３
１
１
１

　

エ
ド
ワ
ー

ド
・
オ
ル
ビ
ー

（
『
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
・
ウ
ル
フ

な
ん
か
こ
わ
く

な
い
』
）
の
傑

作
戯
曲
。
海
辺

で
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
す
る
熟
年
夫

婦
。
そ
こ
へ
若

い
夫
婦
が
現
れ
、

２
組
の
夫
婦
の

奇
妙
な
交
流
が

始
ま
っ
た
…
。

　

草
笛
光
子
と

串
田
和
美
の
初

顔
合
わ
せ
に
加

え
、
池
田
鉄
洋
、
小
島
聖
と
、
実
力
派
キ
ャ
ス

ト
が
集
結
し
て
お
贈
り
す
る
大
人
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

日　

時
：

　

平
成
28
年
３
月
26
日
㈯
か
ら
30
日
㈬
ま
で

開
演
時
間
：

　

26
日
㈯
・
27
日
㈰
・
29
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

　

28
日
㈪　

午
後
７
時
か
ら

　

30
日
㈬　

午
後
１
時
か
ら

会　

場
：
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館　

実
験
劇
場

料　

金
：
一
般
（
25
歳
以
上
）
５
，
５
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
　

25
歳
以
下　

３
，
５
０
０
円

（
25
歳
以
下
の
チ
ケ
ッ
ト
の
方
は
年
齢
を
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

33

−

３
８
０
０

市
村
情
報

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
公
演
情
報

�

草
笛
光
子
×
串
田
和
美
「
海
の
風
景
」

�

（
松
本
市
）

一
度
は
登
り
た
い
！　

絶
景『
京
ヶ
倉
』

�

（
生
坂
村
）

　

松
本
市
美

術
館
の
核
心

を
な
す
三
つ

の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
上

條
信
山
が
厳

し
く
追
い
求

め
た
書
の
世

界
、
山
や
高

原
を
こ
よ
な

く
愛
し
描
き

続
け
た
洋
画

家
・
田
村
一

男
の
作
品
、

そ
し
て
池
上

百
竹
亭
（
喜

作
）
の
蒐
集

し
た
文
芸
美

術
資
料
。
こ
れ
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に
会

し
、
作
品
展
示
に
底
流
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

「
光
」
を
テ
ー
マ
に
展
観
い
た
し
ま
す
。

会　
　

期
：
平
成
28
年
２
月
13
日
㈯
か
ら

　
　
　
　
　

４
月
３
日
㈰
ま
で

休
館
日
：
月
曜
日

�

（
祝
日
の
場
合
は
次
の
最
初
の
平
日
）

開
館
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

�

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

会　
　

場
：
松
本
市
美
術
館　

２
階

　
　
　
　
　

企
画
展
示
室

観
覧
料
：
大
人
４
１
０
円

　
　
　
　
　

大
・
高
生
２
０
０
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
市
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

39

−

７
４
０
０

上
條
信
山
×
池
上
百
竹
亭
×
田
村
一
男

ト
リ
プ
ル
ア
タ
ッ
ク
！

～
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
新
た
な
出
会
い
～

（
松
本
市
）

　

記
録
製
造
リ
ン
ク
と
し
て
名
を
馳
せ
た
旧
浅

間
温
泉
国
際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
、

昨
年
新
た
に
松
本
市
美
鈴
湖
自
転
車
競
技
場
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

標
高
１
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
天
空
の
ト

ラ
ッ
ク
と
し
て
日
本
一
の
高
さ
を
誇
り
、
一
周

３
３
３
メ
ー
ト
ル
の
競
技
場
は
、
最
大
傾
斜
36

度
で
国
内
２
番
目
の
急
勾
配
で
す
。

　

昨
夏
開
か
れ
た
各
種
大
会
で
は
、
空
気
抵
抗

の
低
さ
も
追
い
風
と
な
り
、
大
会
新
記
録
が
続

出
し
ま
し
た
。

　

当
競
技
場
を
中
心
に
自
転
車
の
メ
ッ
カ
を
目

指
し
て
整
備
が
進
む
美
鈴
湖
へ
、
皆
様
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

45

−

９
５
１
１

「
松
本
市
美
鈴
湖
自
転
車
競
技
場
」が

�

誕
生
し
ま
し
た
。（
松
本
市
）

上條信山 池上百竹亭（喜作） 田村一男
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信
州
ま
つ
も
と
空
港

〜
北
海
道
・
九
州
・
大
阪
へ
は

�

信
州
ま
つ
も
と
空
港
が
便
利
で
す
〜

　

定
期
便
及
び
季
節
運
航
便
の
運
航

ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

　

３
月
27
日
（
日
）
か
ら
運
航
ダ
イ

ヤ
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
福

岡
線
は
引
き
続
き
１
日
２
往
復
運
航

さ
れ
ま
す
。

○
平
成
28
年
３
月
27
日（
日
）か
ら

�

10
月
29
日（
土
）

福
岡
線

松
本
空
港
発
→
福
岡
空
港
着

14
時
30
分
→
16
時
10
分

16
時
30
分
→
18
時
10
分

福
岡
空
港
発
→
松
本
空
港
着

10
時
20
分
→
11
時
50
分

12
時
30
分
→
14
時
00
分

札
幌
線

松
本
空
港
発
→
新
千
歳
空
港
着

12
時
30
分
→
14
時
00
分

新
千
歳
空
港
発
→
松
本
空
港
着

14
時
30
分
→
16
時
05
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
フ
ジ
ド
リ
ー
ムエ
ア
ラ
イ
ン
ズ

�

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
７
０

−
55

−
０
４
８
９

　

営
業
時
間

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）　

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は

�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
４

−

３
５
４

−

５
５
７
９

【
大
阪
線
夏
季
運
航
】

　

本
年
度
も
８
月
限
定
で
季
節
運
航

便
松
本

⇔

大
阪
（
伊
丹
）
を
運
航
い

た
し
ま
す
。

大
阪
線

松
本
空
港
発
→
大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）着

10
時
15
分
→
11
時
10
分

大
阪
国
際
空
港（
伊
丹
）発
→
松
本
空
港
着

８
時
50
分
→
９
時
45
分

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
５
７
０

−

０
２
５

−

０
７
１

　

営
業
時
間

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）　

　

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は

�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
２
０

−７
４
７

−６
０
６

　

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
松
本

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅

前
）
か
ら
エ
ア
ポ
ー
ト
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
ま
た
は
路
線
バ
ス
「
空
港
・
朝
日

線
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
信
州
ま

つ
も
と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
利
用
促
進

協
議
会
事
務
局

　

 

松
本
市
観
光
温
泉
課
内

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
２
６
３

−

34

−

８
３
０
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
６
３

−

34

−

３
０
４
９

麻
績
村  

聖
高
原 

三
峯
山

Vol.21

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

　

麻
績
村
の
聖
湖
を
望
む
三
峯

山
（
み
つ
み
ね
さ
ん
）
標
高

１
１
３
１
ｍ
の
山
頂
展
望
台
は
、

３
６
０
度
が
見
渡
せ
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
。

　

北
か
ら
東
に
か
け
て
は
、
戸
隠
、

黒
姫
、
飯
綱
、
妙
高
、
そ
し
て
浅

間
山
が
望
め
、
眼
下
に
は
千
曲
川

に
沿
っ
て
広
が
る
善
光
寺
平
、
南

に
は
美
ケ
原
や
八
ヶ
岳
、
西
に
は

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
連
な
り
ま

す
。

　

山
頂
の
展
望
台
へ
は
、
夏
山
リ

フ
ト
を
使
っ
て
約
５
分
で
登
れ
、

気
軽
に
信
州
の
名
峰
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

展
望
台
は
無
料
開
放
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
を
片
手
に
展
望
台

の
テ
ラ
ス
で
ゆ
っ
く
り
過
す
の
も
、

お
弁
当
を
広
げ
る
の
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
イ
ル
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

お
帰
り
は
、
聖
湖
に
向
か
っ

て
一
気
に
滑
り
降
り
る
、
全
長

７
１
０
ｍ
標
高
差
１
２
０
ｍ
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ダ
ー
で
降
り
れ
ば
気
分

爽
快
で
す
。

　

麓
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
は
、
釜
戸
を
囲
う
よ
う
に
ベ

ン
チ
が
置
か
れ
大
人
12
名
が
座
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
は

全
６
カ
所
あ
り
最
大
72
名
ま
で
が

一
緒
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お

友
達
で
の
ご
利
用
か
ら
会
社
な
ど

の
親
睦
会
な
ど
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
し
か
も
屋
根
が
付
い

て
い
る
の
で
雨
が
降
っ
て
い
て
も

楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
湖
で
は
ボ
ー
ト
遊
び

や
釣
り
な
ど
が
春
か
ら
秋
ま
で
楽

し
め
、
湖
畔
の
公
園
で
は
、
の
ん

び
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
り
お
昼

寝
を
し
た
り
高
原
で
の
休
日
を
満

喫
で
き
ま
す
。

　

聖
湖
畔
と
三
峯
山
に
は
遊
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
あ
わ
せ
自
然

豊
か
な
高
原
を
散
策
す
る
の
も
一

つ
の
楽
し
み
方
で
す
。

【
施
設
概
要
】

ア
ク
セ
ス

松
本
方
面
か
ら
お
越
し
の
場
合
は
、
長

野
自
動
車
道
麻
績
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
国
道

４
０
３
号
を
聖
湖
（
千
曲
市
）
方
面
へ

約
10
分

料　

金

「
夏
山
リ
フ
ト
」

　
　

片
道
１
７
０
円
・
往
復
３
０
０
円

「
ス
カ
イ
ラ
イ
ダ
ー
」

　
　

一
般
５
０
０
円
・
子
供
３
０
０
円

「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
」

　
　

１
コ
ー
ナ
ー　

１
，
０
０
０
円

そ
の
他
に
施
設
の
使
用
料
と
し
て

各
人
２
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
用
品
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

聖
高
原
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
６
３

−

67

−

２
１
３
３ スカイライダー

聖湖 三峯山頂から善光寺平を望む
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平成27年の119番通報は

22,971件でした。
その内、直接災害に関係のない通報が、

5,833件（25.4％）ありました。

※詳しい設置場所は、最寄りの消防署・出張所まで
　お問い合わせください。

※古くなると電子部品の寿命や電池切れ等により、火災を感
知しなくなることがあります。
※定期的に点検をして、警報音が鳴ることを確認しましょう。

寝室、階段等が
設置場所と
されています。

住宅用火災警報器は、
●年を目安に交換を
おすすめします！
10

点検は、ボタン・紐等により行います。

119番通報受付状況

ついていますか？気にしていますか？住宅用火災警報器 平成28年春の火災予防運動実施

ガソリンの取扱いにご注意ください！
平成27年
22,971件

 救急
16,167件　70.4％

■ その他
693件 3.0%

■ 救助
　149件 0.6%
■ 火災
　129件 0.6%

 災害以外
5,833件
25.4％

ご理解・ご協力をお願いします。

無防備な 心に火災が かくれんぼ
（平成27年度全国統一防火標語）

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施
されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防火
意識の普及啓発により、火災の発生を防止することを目的に行わ
れます。
　例年、空気が乾燥する３月から４月は、火災発生件数が最も多く
なっています。
　「たき火」、「あぜ焼き」等、屋外での火の取扱いは十分に注意
し、風の強い日には行わないでください。

　平成27年の松本広域連合関係市村の火災件数は141件で、松本
広域消防局発足以来、２番目に少ない発生件数でした。
　内訳は、建物火災が67件、林野火災が1件、車両火災が15件、その他の火災が58件です。
　引き続き、火災予防にご協力をお願いします。

1.危険性について
ガソリンは、気温が－40℃でも気化
し、小さな火源でも、引火し爆発的に
燃焼する物質です。

2.容器について
灯油用ポリエチレン缶にガソリンを入
れることは非常に危険です。
容器は消防法令基準を満たした金属製
容器を使用してください。

3.購入について
セルフスタンドでは、利用者が自らガソ
リンを容器に入れることはできませ
ん。

4.保管について
ガソリンを容器に入れて保管すること
は極力控えてください。
ガソリンは揮発性が極めて高く火災が
発生すると爆発的に広
がるので、直射日光
や高温になる
場所には保
管しないで
ください。

5.噴出事故防止について
ガソリンの噴出は事故につながります。
取扱いには十分注意してください。

6.取扱いについて
ガソリン携行缶を使用する時には、取
扱説明書をよく読み適正な取扱いをし
てください。

灯油用
ポリエチレン

ガソリンの危険性を十分理解し、安全で適切な取扱いを行ってください。

軽油は40℃で気化します。 灯油用容器には、軽油も入れてはいけません。

注入口からの漏れによる事故が発生しています。

－40℃

平成27年の火災件数

119番は緊急専用です 119番通報時のお願い
● サイレン・赤色灯を止めて緊急走行はできま
せん。
⇒安全に早く災害現場に到着するために、
　法律で義務付けられています。

● 通報時にあわてて電話を切らないでください。
⇒「住所、氏名」など内容をしっかり話すまで、
　電話を切らないでください。

当番医、災害情報などの問い合わせは、下記の
サービスをご利用ください。
● 電話による問い合わせ先

　　0263-35-9111
● ホームページによる案内

松本広域消防局 検索

　平成21年から、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられましたが、平成27年６月１日現
在、松本広域連合関係市村における住宅用火災警報器の設置率は81％であり、まだ100％には至ってい
ません。
　住宅用火災警報器は、命を守る大切な機器です。
　万が一の火災に備え、改めて設置場所と維持管理について確認しましょう。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です
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平成27年の119番通報は

22,971件でした。
その内、直接災害に関係のない通報が、

5,833件（25.4％）ありました。

※詳しい設置場所は、最寄りの消防署・出張所まで
　お問い合わせください。

※古くなると電子部品の寿命や電池切れ等により、火災を感
知しなくなることがあります。
※定期的に点検をして、警報音が鳴ることを確認しましょう。

寝室、階段等が
設置場所と
されています。

住宅用火災警報器は、
●年を目安に交換を
おすすめします！
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点検は、ボタン・紐等により行います。

119番通報受付状況

ついていますか？気にしていますか？住宅用火災警報器 平成28年春の火災予防運動実施

ガソリンの取扱いにご注意ください！
平成27年
22,971件

 救急
16,167件　70.4％

■ その他
693件 3.0%

■ 救助
　149件 0.6%
■ 火災
　129件 0.6%

 災害以外
5,833件
25.4％

ご理解・ご協力をお願いします。

無防備な 心に火災が かくれんぼ
（平成27年度全国統一防火標語）

　３月１日から３月７日まで、全国一斉に春の火災予防運動が実施
されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、防火
意識の普及啓発により、火災の発生を防止することを目的に行わ
れます。
　例年、空気が乾燥する３月から４月は、火災発生件数が最も多く
なっています。
　「たき火」、「あぜ焼き」等、屋外での火の取扱いは十分に注意
し、風の強い日には行わないでください。

　平成27年の松本広域連合関係市村の火災件数は141件で、松本
広域消防局発足以来、２番目に少ない発生件数でした。
　内訳は、建物火災が67件、林野火災が1件、車両火災が15件、その他の火災が58件です。
　引き続き、火災予防にご協力をお願いします。

1.危険性について
ガソリンは、気温が－40℃でも気化
し、小さな火源でも、引火し爆発的に
燃焼する物質です。

2.容器について
灯油用ポリエチレン缶にガソリンを入
れることは非常に危険です。
容器は消防法令基準を満たした金属製
容器を使用してください。

3.購入について
セルフスタンドでは、利用者が自らガソ
リンを容器に入れることはできませ
ん。

4.保管について
ガソリンを容器に入れて保管すること
は極力控えてください。
ガソリンは揮発性が極めて高く火災が
発生すると爆発的に広
がるので、直射日光
や高温になる
場所には保
管しないで
ください。

5.噴出事故防止について
ガソリンの噴出は事故につながります。
取扱いには十分注意してください。

6.取扱いについて
ガソリン携行缶を使用する時には、取
扱説明書をよく読み適正な取扱いをし
てください。

灯油用
ポリエチレン

ガソリンの危険性を十分理解し、安全で適切な取扱いを行ってください。

軽油は40℃で気化します。 灯油用容器には、軽油も入れてはいけません。

注入口からの漏れによる事故が発生しています。

－40℃

平成27年の火災件数

119番は緊急専用です 119番通報時のお願い
● サイレン・赤色灯を止めて緊急走行はできま
せん。
⇒安全に早く災害現場に到着するために、
　法律で義務付けられています。

● 通報時にあわてて電話を切らないでください。
⇒「住所、氏名」など内容をしっかり話すまで、
　電話を切らないでください。

当番医、災害情報などの問い合わせは、下記の
サービスをご利用ください。
● 電話による問い合わせ先

　　0263-35-9111
● ホームページによる案内

松本広域消防局 検索

　平成21年から、全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられましたが、平成27年６月１日現
在、松本広域連合関係市村における住宅用火災警報器の設置率は81％であり、まだ100％には至ってい
ません。
　住宅用火災警報器は、命を守る大切な機器です。
　万が一の火災に備え、改めて設置場所と維持管理について確認しましょう。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です
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平成27年 救急出動状況

消防用車両の更新

　松本広域消防局管内における平成27年の救急出動件数は、17,171件で、
前年に比べ261件（1.5%）増加し、過去最多件数となっています。
　また、事故種別では、急病が11,166件と最も多く、全体の65.0%を占めて
います。

平成27年度単独事業で、３台の消防車を更新しました。
豊科消防署の指揮広報車は、救助用ボートを積載できる仕様となっています。

【平成27年中の  事故種別の割合】

安曇出張所・指揮広報車 山辺出張所・消防ポンプ車

豊科消防署・指揮広報車

急病
11,166件
65.0％

交通事故
1,453件
8.5％転院搬送

1,595件
9.3％

一般負傷
2,356件
13.7％

その他
601件
3.5％
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